
Title ヘイス氏著 英国社会政策
Sub Title
Author 堀江, 帰一

Publisher 三田学会
Publication year 1913

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.7, No.3 (1913. 7) ,p.615(199)- 617(201) 
JaLC DOI
Abstract
Notes 批評と紹介
Genre Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19130710-

0199

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


I
;j

'結
®

のわ
！る

ダ
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し

き

i
i

冗r
c.

て
権
實
な 

る
效
跟
を
奏
し
難
き
は
具
疑
き
の
®

な
6」

.
と
ほ
む
る 

一
が
如
き
、
評
論
の
公
平
に
し
て
#

ダ
聰
明
な
る
こ
と
を'
 

丧
示
しV

餘
ぁ
6

。
而

し

で

本

書

元

班

法

學

協

會

雜
. 

誌
、
H

家
學
會
雜
誌
等
に
盤
載
さ
れ
.

4
^

る
#

次
ょ
-
^
成 

れ
る
？
の
な
る
ダ
、
敎
搜
ほ
新
に
能
稿
を
愈
し
て
最
近 

辟
ま
や
の
事
實
を
憎
挪
せ
る
が
故
、
人
若
し
ホ
書
と
之 

が
前
編
と
ダ
目
す
可
き
：歐
湖
现
代
立
憲
政
況

！

併
せ
讀
ま
ぱ
、
現
代
歐
洲
の
政
況
を
了
解
す
る
に
於
て 

叢
し
遺P

な
か
ら
ん
、
思一がに
兩
者
を
併
せ
て
之
に
歐 

掛
現
代
义
の
サ
フ
タ
ィ
ト
ル
を
附
す
る
？

P
、

孜
て
不
普 

に
は
あ
ら
ざ
る

Je*

し
。
 

•

上
述
せ
る
が
加
く
、
本
の
記
夢
に
は
殆
ん
と
間
然 

ず
可
き
の
點
な
き1^

、

而

，ダ

金

輩

の

注

意

に

上

れ

る

一 

點
に
就
て
之
を
a
セ
に
附
す
る
は
却
て
央
禮
と
信
す
る 

が
故
に
、敢
て
一
言
せ
ん
に
、
愛
蘭
問
題
を
叙
し
て
丸
八 

K

に

r

バ
ン
ナ
マ
ン
内
閣
ミ
敢
て
-ま
行
閲
题
と
し
て
之 

に
接
觸
せ
^
^

」

と
ぁ
る
：̂
,職
ル
事
實
に
權
違
せ6
。
、、ハ
ル.

プ
オ
J

デ？

だ
權
限
愛
部
案
を
以
，て愛
蘭
に
望
ま
ん 

i

し
て
次
敗
せ
しt
、
而
？
之
に
蘭
連
せ
る
マ
グ

ド

ン 

ネ

ル

任

用

事

情

の

，今

尙

政

界

の

秘

密

ふ

目

さ

れ

つ

、
ぁ

， 

る
こ
と
は
、

パ
ル
プ
才
？
デ
が
賞
大
の
態
度
を
以
て
愛 

蘭
に
施
さ
ん
と
し
お
る
各
®

の
改
-
Mの
ぅ
も
に
數
へ
ら 

れ
る
に
ぁ
ら
ね
ば
、

.そ
の

i
s

載

を

缺

ぱ

と

ズ

、
‘
强 

<

本
書
を
貴
む
：る
に
足
ら
，ざ
れ
と
ダ
、
千
九
百
七
ギ
五 

月
七
0

®
蘭
事
務
大
S

オ
'ガ
ス
タ
ィ
ン® ’\

 

I
レ
ル
が
、 

下
院
ぶ
購
狐
て.お
る
ダ
ズ
リ
ン
ま
議
院
設
f
i案
は
、
所 

謂
濟
し5

が
レ
的
败
策
を
以
て
褒
蘭
®
治
の
希
望
に
副
は 

ん
と
せ
る
そ
の
第

J

步
な
れ
ぱ
、
舰
命
レ.ド
*セ
ン
.ド
の 

逢
算U

ょ
6

て
六tn:： 
ニ1

日
之
を
撤
囘
せ
る
の
先
®
を
見 

お
6

と
K

云
へ
、
鬼t
角
バ
ン
ナ
Y
,ンS

閣
が
實
行
問 

题
と
し
て
愛
蘭
自
治
間
題
に
接
觸
し
お
る
の
な 

云
は
ヤJ

る
を
得
卞
。̂
vの
他
、
些
細
の
事
な
れ
と
、

一
 

0

六
賈
に
自
治
法
案
を
以
て
、普
通
の
ズ
.ル
ズ
ッ
グ 

の
形
式
を
具
へ
お
る
が
如
く
記
せ
る
は
藤
漏
な
-
^
、
成 

糖
紙
幅
同
一
ホ
，ら
ん
、
而
《
議
案
は
議
案
に
し
て
報

99

告
は
報
告
な6
 (

報
告
に
政
府
の
報
告
と
議
會
の
報
告 

と
の
ニ
種
あ'
^

)

故
に.

1

は

will

何
银
と
稱
へ
他
は

C
d
.

 

何
號
又
は
單-
何
號
と
數
ふ
、
紙
質

^

全̂
く
異
れ6
0

1 

一！ H

ハ
頁
の
デTi

ル
ケ
I

ム
は
，チTi

ル
グ
、ジ
一
ン
f

と
の
說
あ6
、
又
匈
牙
利
の
政
客
の
敎
名
は
ぜ
字
の
次 

に
記
し
て
左
の
如
く
改
め
ら
れ
て
は
如
何
、
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折

贷V

ジ
ヤ
ー

ル
誦
に
て
敎
あ
を
記
さ
れ
お
み
。以
上 

は

姓

の

順

序

ぢT
ジ
ヤ
ー

ル
流
に
さ
れ
お
し
と
云
ネ 

ま
や
な
6
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旧
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‘
英
國
社
會
政
策
に
關
す
る
暗
殊
の
1

に
就
て
識
述 

し
f
cる
書
籍
、
训
子
の
數
は
枚
舉
に
'邊
あ
ら
す
と
赚
％

其
大
綱
振
へ
て
、
槪
猫
的
評
隐
を
試
み
た
る
ダ
の

t
 

至
て
は
、.繊
に
ク
ツ
ズ
ほ

夫

妻

の

共

著

に

成

る

貧
®
 

豫
防
險(H

h
e

 P
r
e
v
e
n
t
i
o
n

 of D
e
s
t
i
t
u
t
i
o
n
.)

を
舉
ぐ
る 

を
得
る
の
み
。
.然
ダ
此
書
に
於
て
論
述
せ
ら
る
、
社
會 

政
策
上
の
施
設
は®
童
養
有
上
の
缺
陷
、
突
業
、

0
ス
エ 

ツ
チ
シ
グ
、
保
險
等
の
事
：項
に
し
て
、
此
他
に
及
ば 

實
際
の
就
設
に
就
て
知
，識

得

ん
A

す
る
に
は
、
著
激 

が
谷
章
の
末
？

揚
げ
た
る
參
考
書
の
或
る
«
の
を
過 

諧
す
る
の
必
要
あ
作
と
ダ
、
是
等
黎
-考
書
中
に
は
英
國 

政
府
、
議
會
に
於
け
る
特
別
調
査
會
の
報
告
書
多
き
を 

占
め
、
我
圃
に
於

V

到
磨
手
に.入
れ
難
き
ダ
の
あ
るi, 

共
に
、
.入
手
す
る
タ
縮
讀
に
使
な
ら
，ざ
る
の
憾
あ

6
0 

へ
ィ
ス
'

の
新
著r

英
國
社
會
政
策

」

は
從
艰
研
究
に
志
；
 

あ
み
者
の
蒙
れ
る
如
上
の
不
便
と
闽
難
と
を
除

t

、
.
何 

A

に
％
容
嚴
に.英
國
の
®

會

政

策

を

碑

？
九

す

か

"
に

必

要 

な
る
資
料
近
づ
か
し
め
、
又
其
大
要
を
知
得
せ
し
む 

る
に
足
る
％
の
あ6

。
大
m
g
め
を
一
驚
す
る
に
、
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養
老
ギ
金
、
失
業P

一#

働

、
ぺ

住

家

幷

に

土

地

問 

题

、；：
ィ

ド

、•チ
：

TT 

tジ
豫
算
> 
上
院if

決

®
制
服
、 

，國
民
保
臉
の
數
章
を
設
け
、
各
章
を
數
節
に
區
分
レ
、 

是
等
諸
問
題
に
關
す
る
識
案
が
議
院
に
提
出
せ
ら
れ
お 

る
際
、
上
下
兩
院
に
於
て
、
提
案
褒
の
爲
し
お
る
說
明 

演
說
の
要
點
を
报
げ
お
る
後.に
、
各
政
黛
の
代
表
者
の‘ 

‘養
成
反
,
を
附
記
し
、
最
後
に
，
律
の
全
次
を
擧
げ
お 

る
を
以
て
、
最
近
七
八
ギ
間
英
画
に
趣
れ
る
社
會
政
策 

.上
の
諸
問
題
が
如
何
な
る
方
面
よ
ろ
如
何
な
る
養
成i 

反

#
と
を
受
げ
つ〜

、
結
局
實
際
の
立
供
と
爲
れ
る
や 

を
明
に
し
、
殆

と

些

の

遺

漏

あ

る

を

若

し

ダ

是 

等
諸
議
案
が
離
院
に
提
出
せ
ら
る
、
に
先
だ
ち、
調
査 

.

委
賛
會
に
於
て
如
何
な
る
審
査
を
重
ね
お
る
や
、
其
審 

査

のj

从
議
の
要
®
を
記
述
し
お
ら
ん
れ
、
更
に 

II

書
者
を
S
す
る
こ
と
大
な
6
し
な
ら
ん
に
、
此
點
こ 

就
て
は
著
者
は
箸
し
く
勞
墙
き
お6
。
隨
て
救
赁
法
. 

問
题
の
.如
き
、
社
會
政
策
に
留
意
す
る
者
の
念
頭
を
去. 

る
を
許
さ > 
る
所
な
る
に
拘
は
ら
す
、
，委
員
會
の
審
査

2

六

を
經
お
る
に
此
ま
'
^
、
ま
だ
ぶ
法
上
の
前
識
に
上
ら
き 

.

る
の
故
ぶ
以
て
、
箸
者
^
^
に
數
齋
を
此
間
題
に
別
き 

て
、
委W

會

報
告
の
！
端
を
略
述
し
た
る
が
如
き
、
本 

書
の
結
構
の
然
ら
し
む
る
所

i

は
云
へ
、
聊
か
遺
.域
な 

き
能
t
t
.

デ
。
 

•

英
國
に
於
近
年
社
會
政
策
を
支
持
す
る
思
想.0
發
：
 

展
し
來
れ
る
原
因
は
著
者
の
照
論
に
於
て
赂
ぽ
盡
さ
れ 

お
6

と
雖
ダ
、
.學
術
的
記
述
の
黯
に
於
て
は

、

ダ
ィ
シ
f 
§

「

英
國
に
於
け
る
法
律
と
奥f

 

s

,
 

係」

に
及
ぶ
能
は
す
、
平
易
通
俗
を
可
な6

,

と
す
れ
ま 

ァ
ル
デ
.ン
ほr

民
主
政
治
の
英
國」

.4;

以
て
査
日
に
勝 

れ
6

A
す
可
し
0 

0
 ̂

I

の
#
子
中
に
、
廣
沉
な
る
社 

會
政
策
上
の
問
題
殊
に
防
贯
政
策
上
の
諸
問
題

2̂

就
て 

法
5
^
出̂
當
#
ょ
6
其
戚
か
に
至
る
ま
で
に
起
れ
る
豫 

論
の
要
K
を
拔
萃
し
、
讀
者
を
し
て
所W

First H
a
n
d

 

の
'材
料
に
依
べ
問
題
の
全
部
に
通
曉
せ
し
め、

f

 ' 

觸
鎌
に
或
は
さ
る
：
の
恐
な
き
を
得
せ
し
む
る
は

、
.

本 

書
の
特
色
と
し
て
、
揭
記
せ
さ
る
を
得
す
。
箸
者
は
’本

書

の

表

題

U

註

し

て

M
a
t
e
r
i
a
l
s

 

i
l
l
u
s
t
r
a
t
i
n
g

 

c
o
n
t
e
m
-
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o
r
a
r
y

 

S
t
a
t
e

 

A
c
t
i
o
n

 

f
o
r
.

けh
e

 

s
o
l
u
t
i
o
n

 

o
f

 

s
o
c
i
a
l

 

p
r
o
b
l
e
m
s
.
,

 

i

云

へ

杂

體

の

記

述

は

能

く

此

註

解

 

に

貧

S
r
f
j

る

を

得

た

6

。

#

者

が

米

B

n

 n

ン

ビ

ヤ

大

 

學

の

歷

史

學

科

助

敎

授

に

し

て

、

.同

大

學

編

養

の

雜

j
j
g

 

r

ポ

リ

チ

カ

ル

、

サ

イ

ヤ

ン

ス

、

グ

オ

t

タ

t

リ

，._
」

の

「

政
治
事
件
記
錄」

の
擔
當
者
の
一
人
な
る
は
本
書 

の 

'信
風
を
保
證
ず
る
の
資
料
お
る
冗
し
。
評

者

は

英 

國
社
會
政
策
に
躯
味
を
有
す
る
邦
人
の
本
書
を
通b 

て
、
各
®

の

材

料

を
f
f
i嚼
す
る
を
望
む
0 (

堀

伍

歸

|
5
鶴
經
濟
|

橫

議

大
正
ニ
培
四
月
赞
業
之
日
本
就
發
行 

翦
判
1
1
‘©ニ
十
ニ
贺
定
僻
金

！ M
4
=

錢

先
月
十
三
H
山

ホ

内

閣

は

内

閣

組

織

以

来

盡

策

し

つ 

つ
ぁ
6
し
制
度
及
財
政
疆
f
tを
發
表
せ
6

。
此
聰
逃
の 

m

爲
め
駒
泳
せ
ら
れ
お
る
躺
任
、
奏
任
及
か
制
任
官
は
其 

批
評
と
、紐
‘介

•
. 

# 

:
. .
f
f
y

數
五
千
を
越
え
、
.
同
糖
に
解'
®
せ
ら
れ
お
る
嚴
員
#
員 

ダ
亦
五
千
に
及
ぶ
と
云
ネ
。
而
し
て
俾
縱
及
び
其
他
の 

經
常
种
臨
時
費
の
輕
減
及
び
.事
業
繰
®

に依
-::N

て
®
約 

せ
る
國
費
一

!1

千
四
百
萬
圓S

t

此
朦
理
事
業
の
利 

害
得
臾
に
至6

て
は
之
：を
其
結
果
に
徵
す
可
く
し
て
ま 

だ
纏
か
に
-

に

對

し

て

妄

評

を

加

ふ

可

き

ダ

の

に

非

卞

.
 

と
雖
ダ
、
軍
艦
の
難
造
と
密
接
の
.闘
係
t

有
す
る
海
軍 

大
將
を
主
相
と
爲
し

2
!
^

つ

由

张

積

極

政

策

を

標

榜

せ

し
^
 

: 

政
友
會
を
後
援
と
せ
る
現
内
閣
の
事
業

i

し
て
は
ム
力 

英

撒

な

云

は

ざ

る

べ

か

ら

J
J
K
O

而
かR

P

现
ほ
閣
を 

し

て

此

英

斷

を

敢

て

せ

し

め

.お

る

原

因

は

本

年

彻

春

の
 

政
變
に
之
を
求
め
ざ
る
ぺ
わ
ら
す
。
然6
と
雖1̂

、

本 

年1

郁
.春

の

政

變

-の

算

相

と

其

原

H

i
を

觉

め

ん

と

撒

せ
M 

ぱ

、

過

去

ニ

.年

間

に

於

け

る

桂

内

閣

及

凰

_

の
政
綱
と
政
策
と
を
知
ら

ft!

る
べ
 ̂

>
b
^
o 

:

慶
應
義
：1

授
法
學
傅
士
堀
S

1'.

§

明

治

四

十.

四
年】

一
月1:

年
の
外
遊
を
了
ぺ
て
歸
朝
せ
ら
作
じ
以
取
.
：
：
バ 

東
京
日
々
親
聞
の
囑
轮
を
受
け
て
財
政
幷
に
經
濟
上
の
.
，


